
6.　 その他の生涯学習施設
(1)  その他の生涯学習施設群の概要
その他の生涯学習施設は、次の施設から構成されています。なお、その他の生涯学習施設は、住民センターに近い機能を有する氷上勤労青少年ホーム、さわさぎ館、市島生きがい創造いこいの家と、展示物や体験などを提供する資料館に近い青垣いきものふれあいの里、丹波布伝承館の２つに大きく分けられます。
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市のその他の生涯学習施設は、次のとおり位置しています。
[image: image1.emf]施設

№

施設名 所在地 開設年度 延床面積（㎡）

年間利用人数（人）

（平成

22

年度）

純行政コスト（千円）

（平成

22

年度）

① 氷上勤労青少年ホーム 氷上町成松字甲賀１

昭和

49

年

757                                      8,233 5,765                                  

②

青垣いきもの

ふれあいの里

青垣町山垣

115-6

平成

7

年

                                     824                                  8,499                                15,771

③ 丹波布伝承館

青垣町西芦田

541-

１ 平成

10

年

393                                      22,893 21,111                                

④ さわさぎ館

青垣町沢野

140-

３ 昭和

53

年

433                                      723 2,813                                  

⑤

市島生きがい創造

いこいの家

市島町上田

1134

昭和

60

年

                                     150 7,317 1,511                                  


(2)  その他の生涯学習施設群の現状分析
1  利用度とコスト効率
平成２２年度の利用度とコスト効率は次のとおりです。利用度として延べ床面積１㎡あたり利用者数、コスト効率として利用者１人あたりのコストを指標としています。
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[image: image3.emf]公民館名

行政コスト

（千円）

利用者数（人）

X軸：１人あたり

コスト（円）

利用者数（人） 面積（㎡）

Y軸：1㎡当たり

利用者数（人）

氷上勤労青少年ホーム

                    5,765                      8,233

700                                 

                     8,233

757                        

                                10.9

青垣いきものふれあいの里

                  15,771                      8,409

1,875                              

                     8,409

824                        

                                10.2

丹波布伝承館

                  21,111                    22,893

922                                 

                   22,893

393                        

                                58.3

さわさぎ館

                    2,813                         723

3,891                              

                        723

433                        

                                  1.7

市島生きがい創造いこいの

家

                    1,511                      7,317

207                                 

                     7,317

150                        

                                48.8

合計／平均

                    9,394                      9,515                              1,519                      9,515                        511                                   26


その他生涯学習施設の中では、さわさぎ館の利用度、コスト効率が共に極端に低くなっています。これはさわさぎ館の利用人数が他施設よりも格段に少ないためであり、現在、毎月利用されている団体が１団体で、年に２、３回利用される団体が１団体という状況が続いています。このため、地元譲渡を含めた施設の見直しが必要となります。
利用度、コスト効率が２番目に低いのは、青垣いきものふれあいの里であり、その理由として、規模が大きく行政コストもかかる割に、利用者が少ないことが挙げられます。利用者数が少ない要因には、夏場に比べ冬場の利用者が少ないこともあるため、休館時期などを設けることも考えられます。一方、市島生きがい創造いこいの家のコスト効率が最も高くなっているのは、行政コストが極めて低いからです。延べ床面積が最も少なく減価償却費が少ない上に、職員の配置もなくほとんど人件費がかかっていません。
利用度が最も高いのは丹波布伝承館であり、資料館的な性質を持つ施設であるために、平均より少ない延べ床面積に対して、最も多くの人が訪れています。
2  他団体との比較
その他生涯学習施設が有する機能は多岐にわたり、他団体が有する同様の機能を持つ施設の数を判断できないため、他団体との比較を行いません。
(3)  その他生涯学習施設群に係る経営の適正化
以下では、その他生涯学習施設の運営効率化について、５つの視点から必要な事項を検討します。
1  地域間の公平性（地域性）
その他社会教育施設は、住民センター的な貸し館設備を持つ施設と、資料館的な展示物を持つ施設に分けられます。前者の氷上勤労青少年ホーム、さわさぎ館、市島いきがい創造いこいの家については、各地域においてすでに住民センターが存在し、生涯学習に使用できる場を提供しています。特に氷上勤労青少年ホームと氷上住民センター、いこいの家とライフピアいちじまは施設同士が隣接しているため、施設がなくなったとしても、地域間での大きな不公平は生じないと思われます。
青垣いきものふれあいの里と丹波布伝承館は市民の日常生活に密着する施設ではないこと、また自動車やバス等での来場が予想されることから、もし廃止となった場合でも、地域間の公平性について比較的大きな問題は生じないと考えられます。
2  施設の性能（機能性）
その他生涯学習施設の性能について、(a)設備内容、(b)減価償却費、(c)バリアフリーの状況、(d)アンケート結果について、検討を行いました。
(a)  設備内容について
各施設の設備内容は、次のとおりです。
[image: image4.emf]施設名

延べ床

面積（㎡）

建設

年度

施設内容

氷上勤労
青少年ホーム

757            

昭和

49

年

談話室兼講習室　和室　音楽室　料理講習室　軽運動室　生涯学習室

青垣いきもの
ふれあいの里

            824

平成

7

年

展示、映写室（

160

㎡）

セミナー室（

80

㎡）、和室

丹波布伝承館

393            

平成

10

年糸紡ぎ場（

18.43

㎡）、はた織場（

69.86

㎡）、整形等準備室（

39.29

㎡）休憩室（

23.29

㎡）

さわさぎ館

433            

昭和

60

年

大会議室

 

：

 123.12

㎡、小会議室

 

：

 25.90

　㎡、和室

 

：

 35.64

㎡、

相談室

 

：

 19.68

㎡

市島生きがい創造
いこいの家

            150

昭和

60

年和室、実習室　（

149.8

㎡）


氷上勤労青少年ホームでは、軽運動室、談話室兼講習室、音楽室、料理講習室、和室を、さわさぎ館では大・小会議室、和室を、いこいの家では、和室、実習室の貸し出しを行っており、住民センターとの重複がみられます。また、いきものふれあいの里では展示室における展示、丹波布伝承館でははた織等の見学と体験が行われています。
(b)  減価償却費について
減価償却費は、施設への投資金額を使用期間（≒耐用年数）に配分した金額です。各施設の減価償却費と、利用人数の関係を表したものが次の表になります。
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[image: image6.emf]№ 施設名 (1)減価償却費（千円） (2)利用人数（人）

1人あたり減価償却費（円）

（(1)／(2)）

① 氷上勤労青少年ホーム

3,197                                   8,233                           388                                           

② 青垣いきものふれあいの里

3,368                                   8,499                           396                                           

③ 丹波布伝承館

9,394                                   22,893                         410                                           

④ さわさぎ館

2,605                                   723                              3,603                                        

⑤ 市島生きがい創造いこいの家

770                                      7,317                           105                                           

⑥ 平均

3,867                                   9,533                           406                                           


利用者１人当たり減価償却費は、さわさぎ館の利用人数が極めて少ないために、３,６０３円で著しく高くなっています。
また、市島生きがい創造いこいの家の値が低く、建設コストに比して施設の利用が多い施設といえます。
丹波布伝承館は、利用人数が他の施設に比べて、圧倒的に多いですが、建設コストも高かったため、１人あたり減価償却費はそれほど低くはありません。また、この施設は耐用年数が１５年と短く、１年あたりの減価償却費が高いことも、数値が高い原因となっています。利用人数が多いため、安価な建設コストでより長い耐用年数を実現できるならば、存続させる価値のある施設となります。
(c)  バリアフリーへの対応状況
市のその他社会教育施設群における、バリアフリーへの対応状況は以下の表のようになっています。なお、表の整備箇所および基準は兵庫県「福祉のまちづくり条例施行規則」を基にしています。それぞれの整備箇所に対応すべき項目数を示していますが、用途面積や設備の関係で、その施設が対応する必要の無い項目もあります。
[image: image7.emf]項目数

氷上勤労

青少年ホーム

青垣いきもの

ふれあいの里

丹波布伝承館 さわさぎ館

市島生きがい

創造いこいの家

２項目

2 2 1 2

(1) 幅員等 １項目

1 1 1 1

(2) 開閉用水平面 １項目

(3) 敷地内通路との連結 １項目

1 1 1 1

(4) 自動回転扉 １項目

１項目

1 1 1

(1) 傾斜路等 １項目

(2) 幅員 １項目

(3) 車いす転回所 １項目

(4) 手すり １項目

１０項目

5 5 7

５項目

１項目

1

１項目

(1) 車いすで利用できる便房 １項目

(2) 腰掛式便房 １項目

1

(3) オストメイトが利用できる便房 １項目

(4) 小便器 １項目

1

(5) 洗面所 １項目

1 1

(6) 出入口 １項目

1

(7) おむつ交換台 １項目

１項目

１項目

１項目

１項目

５項目

１項目

1

５項目

4 4 3

(1) 案内板及び標識 １項目

(2) 運行情報の提供 １項目

１項目

１項目

１項目

20 授乳室

15 駐車場

（利用者の用に供しない部分を除く）

16 視覚障害者誘導用ブロック又は装置



17　案内

18 記載用のカウンター

19 公衆電話所

10　浴室

（寝室又は客室の内部に設置するものを除く）

11 更衣室及びシャワー室

12 寝室及び客室

13 固定式の観覧席又は客席を設ける室

14 乗降場

５ 階段

６ エレベーター

７ 外部出入口以外出入口

（利用者の用に供しない部分を除く）

８ 改札口その他これに類するもの

９　便所

整 備 箇 所

１ 敷地内通路

２外部出

入口

３ 床面

（利用者の用に供しない部分を除く。）

４ 廊下、

旅客用通

路


バリアフリーへの対応状況では、どの施設もバリアフリーへの対応が進んでいない傾向があり、今後存続させる場合は、対応が望まれます。
(d)  耐震化・アスベスト対応状況
市のその他社会教育施設群における、耐震化およびアスベスト除去の状況は以下の表のようになっています。
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耐震化では、さわさぎ館が耐震化に未対応であり、氷上勤労青少年ホームが耐震診断を実施した段階にあります。よって、さわさぎ館と氷上勤労青少年ホームを存続させる場合、耐震化のための工事が必要であり、追加の費用を要すると考えられるため、統廃合を行う際の決定には、それらを考慮する必要があります。
アスベストの除去状況は、どの施設も対応箇所なし・対応済みなどであり、問題ありません。
(e)  アンケート結果
氷上勤労青少年ホーム、さわさぎ館、市島生きがい創造いこいの家の利用者に対するアンケートにおいて、この施設を利用した理由を聞いたところ、設備の充実を利用した理由に挙げた利用者は、氷上勤労青少年ホームで３５．７％、さわさぎ館といこいの家では０％でした。どの施設においても、施設を利用した理由は「施設に集まりやすい」が多くなっており、近くにある・交通の便が良いなどの理由のため利用する人が多いと考えられます。
3  施設管理の経済性・効率性（効率性）
その他生涯学習施設の収支状況は次のとおりです。施設の活動において、収入は免除額を除いた利用料収入とコピー代などのその他の収入の合計、支出は人件費や委託料など現金支出を伴う費用とし、両者の差額を純支出額、つまり市が負担する額としています。
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[image: image10.emf]（単位：千円）

施設№ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

施設名

氷上勤労
青少年ホーム

青垣いきもの

ふれあいの里

丹波布伝承館 さわさぎ館

市島生きがい創造

いこいの家

合計/平均

収入 ①

                                 172                                   67                              2,694                                   35                                   26                              2,994

　利用料収入

                                 172 67                                    53                                    35                                    26                                    353                                 

　その他の収入

                                     - -                                       2,641                               -                                       -                                       2,641                              

支出 ②

                              2,740                            12,470                            14,411                                 243                                 767                            30,631

　正職員人件費

590                                  768                                  2,124                               44                                    -                                       3,526                              

　その他職員人件費

751                                  6,741                               1,909                               28                                    204                                  9,633                              

　委託料

871                                  1,484                               237                                  102                                  -                                       2,694                              

　需用費

499                                  2,110                               983                                  69                                    563                                  4,224                              

　その他

29                                    1,367                               9,158                               -                                       -                                       10,554                            

純支出 ③（②－①）

2,568                               12,403                             11,717                             208                                  741                                  5,527                              

利用者数（人） ④

8,233 8,409 22,893 723 7,317 9,515

利用者１人あたり市負担額（円）

　　　　　（③／④）

312                                  1,475                               512                                  288                                  101                                  581                                 


利用者１人あたりの純支出額を見ると、青垣いきものふれあいの里の利用者１人あたり市負担額がかなり高くなっています。この理由としては、人件費が高いことがあり、展示品の管理や来館者の対応で人手がかかっているものと思われます。続いて、丹波布伝承館の１人あたり純支出額が高くなっていますが、純支出の金額自体は、青垣いきものふれあいの里と変わらず、利用者が多いため、１人あたり金額が希薄化されているといえます。
一方、利用者１人あたりの純支出額が最も低いのは、生きがい創造いこいの家です。その理由は、支出額総額が最も低いにも関らず、一定人数の利用者がいるからです。
4  利用状況・利用者の満足度
その他生涯学習施設の利用状況について、施設予約システムがあり、利用者アンケートを行った氷上勤労青少年ホーム、さわさぎ館、市島生きがい創造いこいの家の稼働率、利用者の満足度をみています。
(a)  利用状況
平成22年度の各部屋の稼働率を平均したものは以下の通りです。
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[image: image12.emf]№ ① ② ③ ④

施設名 氷上勤労青少年ホーム さわさぎ館

市島生きがい創造

いこいの家

平均

稼働率

16.8% 2.1% 24.9% 14.6%


各施設の平均稼働率では、生きがい創造いこいの家が２４．９％と高く、さわさぎ館が２．１％と低くなっています。
これを、部屋ごとの稼働時間で見ると、次のグラフのようになります。
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市島いきがい創造いこいの家では２部屋とも稼働時間が長く、氷上勤労青少年ホームでは軽運動室の使用が多くなっており、さわさぎ館は総じて低稼働となっています。
(b)  満足度
アンケートによって、実際に氷上勤労青少年ホーム、さわさぎ館、市島生きがい創造いこいの家を利用している団体の各施設の満足度を調査した結果は、以下のグラフのようになります。グラフ中に示している数値は、満足している人（回答者のうち「満足」から「不満」までの５段階評価で「満足」・「やや満足」と回答した人）の割合になります。
[image: image14.emf]0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

① ② ③ ④

各施設の窓口対応満足度（利用者アンケート）

－やや満足以上の割合


[image: image15.emf]№ ① ② ③ ④

施設名

氷上勤労青少年ホーム

（

n=14

）

さわさぎ館

（

n=2

）

市島生きがい創造

いこいの家

（

n=2

）

平均

窓口対応への満足度

85.7% 0.0% 100.0% 61.9%


[image: image16.emf]0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

① ② ③ ④

各施設の満足度（利用者アンケート）

－やや満足以上の割合


[image: image17.emf]№ ① ② ③ ④

施設名

氷上勤労青少年ホーム

（

n=14

）

さわさぎ館

（

n=2

）

市島生きがい創造

いこいの家

（

n=2

）

平均

施設への満足度

78.6% 0.0% 50.0% 42.9%


窓口対応の満足度、設備への満足度はともに、さわさぎ館の満足度が低くなっています。なお、さわさぎ館といこいの家の回答数はどちらも２件であることに留意する必要があります。
5  将来的な需要（将来性）
アンケートによって、実際に施設を利用している団体に今後もこの施設を利用したいかを質問した結果は、以下のグラフの通りとなっています。
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氷上勤労青少年ホームでは「利用したい」の割合が高くなっています。なお、さわさぎ館といこいの家の回答数はどちらも２件であることに留意する必要があります。
(4)  今後の適正化方針
1  アンケート結果
利用者アンケートでの、代替施設の有無や必要性の質問について、結果は以下のグラフのようになっています。
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利用者に対して、利用している施設が廃止された場合に、代わりに使用できる施設があるかを聞くと、「ない」と回答した割合が氷上勤労青少年ホームでは７１．４％となっています。一方、さわさぎ館では１００％が「ある」と回答しています。
2  今後の方針
以上の分析から各施設の今後の方針は以下のとおり考えられます。
まず、さわさぎ館は早期の廃止を検討する必要があります。
また、氷上勤労青少年ホームは、氷上住民センターと隣接していることから、その利用が氷上住民センターにはない軽運動室に偏っています。そのため、将来的には氷上住民センターの建替え時に軽運動室を配置することによって、その機能を吸収し、氷上勤労青少年ホーム自体は取り壊すという形にすべきだと考えます。
同様に、市島いきがい創造いこいの家も現在低コストで利用が行われており、廃止する理由はありません。しかし、隣接するライフピアいちじまに和室・実習室がどちらもあるため、建替えは行わず、利用者の方にはライフピアいちじまを利用してもらうように働きかけるのが良いと考えます。
資料館的性質の施設においては、丹波布伝承館は現状のままとし、青垣いきものふれあいの里は冬季は休館とし、休館中は展示品の一部を青垣住民センターに移すのが良いと考えます。
現在あるその他社会教育施設の建設金額と建替え年度を表に表すと、次のようになります。
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（※）建設年度と耐用年数は、施設の主物について記載しています。

　　　また、当時の建設コストを記載しており、当表での物価水準の変動による建設コストの修正はしておりません。
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以上を実行した場合、年間の維持管理費用、立替時の建替え金額は以下のように削減できると予想されます。なお、丹波布伝承館は、建替え時の建設金額を１．５倍とすることで、耐用年数を倍の３０年にできると仮定しています。
[image: image22.emf]＜維持管理費用－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容 維持管理費用（年間）

次回建設時

維持管理費用（年間）

差額（※1）

氷上勤労青少年ホーム 氷上住民センターへ統合する。

2,568                                 -                                        2,568                                

青垣いきものふれあいの里 冬季は休館する。

12,403                               9,302                                 3,101                                

さわさぎ館 廃止する。

208                                   -                                        208                                  

市島生きがい創造いこいの家 ライフピアいちじまへ統合する。

741                                   -                                        741                                  

15,920 9,302 6,618

（※1）青垣いきものふれあいの里の維持管理費用削減額は、年間維持管理費用の1/4と仮定しています。

＜建替金額－削減提案＞ （単位：千円）

施設 内容 建設金額（※2） 次回建設金額（※2） 差額

氷上勤労青少年ホーム 氷上住民センターへ統合する。

310,078                             -                                        310,078                            

丹波布伝承館 耐用年数の長い建物とする。

146,540                             228,603                             -82,062                             

さわさぎ館 廃止する。

218,851                             -                                        218,851                            

市島生きがい創造いこいの家 ライフピアいちじまへ統合する。

37,430                               -                                        37,430                              

712,899 228,603 484,296

（※）建設金額は、当時の建設単価に、物価水準の変動を加味したものを基礎としています。

合計

合計


以上を実行したときの各年度の建替コストを比較すると、次のとおりとなります。
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[image: image24.emf]＜実行時のコスト比較＞ （単位：千円）
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284,725 175,615 667,114 284,725 138,185 138,185 284,725 306,646 175,615 284,725 2,740,261

349,203 120,600 120,600 120,600 120,600 120,600 349,203 289,061 120,600 120,600 1,831,666

(64,477) 55,015 546,514 164,125 17,585 17,585 (64,477) 17,585 55,015 164,125 908,595

施設を維持した場合の金額

削減提案を実行した場合の金額

差


上記の前提条件に基づいた場合、２０６０年までの削減金額の合計は、９億円を超える効果が見込まれ、大幅なコスト削減が可能になると予想されます。
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